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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
防
衛
白
書
の
発
表
先
送
り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
四
及
び
五
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
の
閣
議
へ
の
配
布
の
日
程
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
に
つ
い
て
は
、
韓
国
哨
戒
艦
沈
没
事
件
に
関
し
て
平
成
二
十
二
年
六
月
に
ム
ス
コ
カ

・
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
が
、
ま
た
、
同
年
七
月
に
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
議
長
声
明
が
発
出
さ
れ
た
こ
と
や
、
同
月
に

日
本
海
に
お
い
て
米
韓
合
同
軍
事
演
習
が
実
施
さ
れ
、
海
上
自
衛
官
を
当
該
演
習
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
派
遣
し
た
こ
と

等
、
北
東
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
上
の
重
要
な
事
象
等
に
つ
い
て
盛
り
込
む
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
、
同
年
九
月
に
刊

行
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

防
衛
省
内
部
部
局
に
お
い
て
は
、
防
衛
白
書
の
閣
議
で
の
配
布
、
国
会
議
員
、
他
省
庁
等
へ
の
配
布
、
有
識
者
等
へ
の
説

明
に
用
い
る
た
め
防
衛
白
書
の
印
刷
等
に
係
る
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
版
に
係
る
契
約
額
は
、
約
九
百
四

十
万
円
で
あ
り
、
既
に
一
万
四
千
三
百
部
が
納
入
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
に
つ
い
て
は
、
一
、
四
及

び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
刊
行
す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
所
要
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と

一



こ
ろ
で
あ
り
、
当
該
契
約
に
係
る
成
果
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
お
答
え
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
二
年
版
防
衛
白
書
に
つ
い
て
は
、
一
、
四
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
二
十
二
年
九
月
に
刊
行

す
る
こ
と
と
し
、
現
在
、
所
要
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
、
個
別
具
体
的
な
記
述
内
容
を
お
答

え
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。

な
お
、
防
衛
白
書
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
、
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
踏
ま
え
た
記
述
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
三
十
四
号
）
の
地
理
歴
史
科
地
理
Ａ
及
び
地
理
Ｂ
の
解

説
で
は
、
生
徒
に
対
し
て
、
中
学
校
に
お
け
る
学
習
を
踏
ま
え
、
竹
島
を
含
め
た
我
が
国
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
さ
せ
る
た
め
の
指
導
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
「
北
方
領
土
な
ど
我
が
国
が
当
面
す
る
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
に
お
け
る
学
習
を
踏
ま
え
、
我
が
国
が
正
当
に
主
張
し
て
い
る
立
場
に
基
づ
い
て
的
確
に
扱
い
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
」
と
記
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



各
学
校
に
お
い
て
は
、
竹
島
問
題
を
含
め
た
我
が
国
の
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
及
び
そ
の
解
説

に
沿
っ
た
指
導
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


